
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
関

係 騒
音
・
振

動
関
係 

水
質
関
係 

大
気
関
係 

区
分 

同
右 

同
右 

同
右 

令
和
五
年
十
一
月

一
日
（
水
）
か
ら
同

月
十
五
日
（
水
）
ま

で 講
習
実
施
期
間 

令
和
五
年
十
一
月

二
十
一
日
（
火
）
午

前
十
時
か
ら
午
前

十
一
時
ま
で 

令
和
五
年
十
一
月

二
十
二
日
（
水
）
午

前
十
時
か
ら
午
前

十
一
時
ま
で 

令
和
五
年
十
一
月

二
十
一
日
（
火
）
午

後
一
時
か
ら
午
後

二
時
ま
で 

令
和
五
年
十
一
月

二
十
二
日
（
水
）
午

後
一
時
か
ら
午
後

二
時
ま
で 

テ
ス
ト
実
施
日
時 

同
右 

同
右 

同
右 

オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
で
の
実
施 

実
施
方
法 

十
人 

八
十
五
人 

五
十
人 

百
五
十
五
人 

予
定
人
員 

 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
九
百
十
五
号 

 
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第
百
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
令
和
五
年
度
公
害
防
止
主
任
者
資
格
認
定
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。
）

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
八
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 

一 

講
習
の
区
分
、
講
習
実
施
期
間
、
テ
ス
ト
実
施
日
時
、
実
施
方
法
及
び
予
定
人
員 

                         

二 

講
習
の
区
分
、
科
目
等
及
び
合
計
時
間
数 



                          
 

合
計
時
間
数
に
は
テ
ス
ト
時
間
（
一
時
間
）
及
び
自
習
時
間
を
含
め
る
も
の
と
す
る
。 

三 

受
講
資
格
等 

イ 

講
習
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成 

 
 

十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
百
号
）
第
九
十
七
条
第
一
項
の
表
の
中
欄
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。 

 

ロ 

受
講
希
望
者
数
が
講
習
の
予
定
人
員
を
上
回
る
場
合
に
は
、
そ
の
所
属
す
る
工
場
又
は
事 

 
 

業
場
に
お
け
る
公
害
防
止
主
任
者
及
び
そ
の
代
理
者
の
選
任
状
況
等
を
勘
案
し
、
受
講
者
を 

 
 

決
定
す
る
。 

四 

申
込
方
法
等 

 

イ 

申
込
方
法 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
関
係 

騒
音
・
振
動
関
係 

水
質
関
係 

大
気
関
係 

区
分 

一 

公
害
概
論 

二 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
関
係
法
規 

三 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
防
止
技
術 

四 

測
定
技
術 

五 

テ
ス
ト 

一 

公
害
概
論 

二 

騒
音
及
び
振
動
関
係
法
規 

三 

音
及
び
振
動
の
性
質 

四 

騒
音
及
び
振
動
の
防
止
技
術 

五 

測
定
技
術 

六 

テ
ス
ト 

一 

公
害
概
論 

二 
水
質
汚
濁
関
係
法
規 

三 

汚
水
等
処
理
技
術
一
般 

四 

測
定
技
術 

五 

テ
ス
ト 

一 

公
害
概
論 

二 

大
気
汚
染
関
係
法
規 

三 

燃
焼
・
ば
い
煙
防
止
技
術 

四 

除
じ
ん
・
集
じ
ん
技
術 

五 

測
定
技
術 

六 

テ
ス
ト 

科
目
等 

同
右 

同
右 

同
右 

二
十
時
間 

合
計
時
間
数 

 



 
 

 

埼
玉
県
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
電
子
申
請
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
申
し
込

む
こ
と
。 

 
ロ 

申
込
期
間 

 
 

 
令
和
五
年
九
月
一
日
（
金
）
か
ら
同
年
十
月
一
日
（
日
）
ま
で 

 

ハ 

提
出
書
類
等 

 
 

⑴ 

提
出
書
類
、
提
出
方
法
及
び
提
出
先 

 
 

 
 

電
子
申
請
に
よ
る
申
込
受
付
後
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
別
途
指
定
す
る
。 

 
 

⑵ 

提
出
期
限 

 
 

 
 

令
和
五
年
十
月
十
日
（
火
）
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
） 

 

ニ 

受
講
手
数
料 

 
 

⑴ 

金
額 

 
 

 
 

七
千
五
百
円 

 
 

⑵ 

納
入
方
法 

 
 

 
 

電
子
申
請
の
電
子
収
納
又
は
埼
玉
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
入
す
る
。 

 
 

⑶ 

納
入
期
限 

 
 
 
 
 
 
 
 

電
子
申
請
に
よ
る
申
込
受
付
後
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
別
途
指
定
す
る
。 

五 

修
了
者
の
認
定 

 
 

講
習
を
受
講
（
配
信
さ
れ
た
全
て
の
動
画
の
再
生
率
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
も
っ

て
受
講
し
た
も
の
と
み
な
す
。
）
し
、
か
つ
、
テ
ス
ト
に
お
い
て
所
定
の
成
績
を
収
め
た
受
講

者
に
つ
い
て
は
、
講
習
の
修
了
者
と
し
て
認
定
す
る
。 

テ
ス
ト
に
お
い
て
所
定
の
成
績
を
収
め
な
か
っ
た
受
講
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
受
講
者
の
希

望
に
よ
り
、
一
回
に
限
り
、
追
加
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
追
加

テ
ス
ト
に
お
い
て
所
定
の
成
績
を
収
め
た
場
合
に
、
講
習
の
修
了
者
と
し
て
認
定
す
る
。 

 
 

な
お
、
修
了
証
は
令
和
五
年
十
二
月
上
旬
頃
郵
送
で
交
付
す
る
。 

六 

受
講
案
内
の
掲
載 

 
 

埼
玉
県
環
境
部
水
環
境
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。 

七 

そ
の
他 

 

イ 

申
込
方
法
等
に
関
し
不
明
な
点
は
、
埼
玉
県
環
境
部
水
環
境
課
（
電
話
〇
四
八
―
八
三
〇

―
三
〇
七
九
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。 

 

ロ 

そ
の
他
詳
細
は
、
受
講
案
内
に
よ
る
。 


